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第 1 原 子 力 災 害 予 防 計 画

1原子力災害の防災対策 ‐       ‐

原子力災害を未然に防止するため次の措置を講するものとする:

(1)原子力施設の適正配置と安全性確保
県の区域内に原子力施設が設置される場合にかぃては ,住民の安全
性解保の見地か らこれが適 IE配置に留意■るとともに原子力施設が十

分なる安全性を考慮 して建設され ,かっ常時安全に運転がなされるよ

う国及び施設の責任者に対 し,適時適切なる要請を行なつものとする。
(2)放 射能測定 調査 の実施

原子力施設周辺にかける放射能 レベルを常時は握するため,科学技
術庁との緊密な連携のもとに食品及び飲料水を中心とした全放射能の

測定ならびに年間線量率の測定を行なうものとし,さ らに一部にちい

ては核種の分折を行なつ。

なか,緊急時における迅速測定に対処 し得るより設備3機器を充実
する。

(0資 料の収集及び調査研究
ア 科学技術庁,水戸原子力事務所及び水戸地方気象台等と常に緊密
なる連絡を保ち,同庁の行なう原子力施設周辺の放射線監視の結果
を常時は握する。  1  ‐
イ 防災上必要な各種資料の収集に?と あ,特 に,世界各地における
原子炉事故の事例研究を行なり。

(4・D原子力施設周辺における放射能測定結果の解析
科学技術庁原子力局が主催する東海村放射線管理連絡会に参加し,

原子力施設周辺における放射能■l」定結果の解析及び観測網の整備検討

等を行なう。 |

(5)広 報 及 び 指 導

原子力災害の特殊性に鑑み ,住民の社会心理的 な混乱 と動揺に基づ

く被害を最少限 にとギめ
るため,平素次に掲げる事項等につき広報活

-1-
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動を積極的に行なう。

ア 放射線の特性

イ 原子力施設の概要

ウ 原子力災害の特異性
工 原子力災害発生時にかける留意事項

オ その他必要な事項

また,原子力災害対策に従 事する県及び市町村の職員に対 し,必要な知

識を与えるとともに所要の指導訓練を行なつ。

(6)連 絡 体 制 の 確 立  ´

原子力関係機関との連絡体制を確立 し,原子力災害防止上必要な事項

について常時緊密なる相互の連携を図る。

以上のほか,原子力審議会の意見を十分に聴取 して,平常時にかける

放射線監視対策の万全を期
―l‐ る。

2原子力施設地帯の環境整備
東海村及びその周辺市町村は ,わが国の原子カセンターとして多数の原

子力施設が設置されているのみならず,産業経済的にも近年急速に伸展 じ

つつあるので,こ の地帯の計画的整備を図 り,万 々―の場合に も対応でき

る措置を講ずる。

これが実施に¥つては ,原子力委員会の基本方針に従つて具体的計画を

策定し,実現を図る。

第 2 原 子 力 災 害応 急 対 策 計 画

原子力災害応急対策については,知 られない点がきわめて多いので,本計

画は暫定的なものとし,科学技術庁原子力局にかいて作成する「防災業務計

画」の完成をまつて,これに基づき再検討を行ない,所要の修 直を加える。

1災 害 の 分 類
(1)第 1種 災 害

-2-
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(2)第 2種 興
ア 上書が順

tヒ姜 1町欄

イ 上害が 2

■嘔ナに菫

(3)第 3置 興
F 上害が蝦

き

″ 典書泄 翌

(0第 4種興犠

此書が回嘔

もE電 壺二咽

2組  織
典書機模 瓜対

(1)第 1置 ュ 1

町村長 を
=

(2)第 2‐重 ■ 1

t事 を
=瓢

(3)第 3種 丈 1

覇務天三 を

ら覆亀理 大三 ,

(4)第 4種 斐 電

災害緊急事 |

害対策本 軍を i

5災 害 判 定



E対 し,必要 な知

な止上必要な事項

平常時における

群 して多数の原

匿革急速に伸展 じ

躊合 :こ も対応でき

つて具体的計画を

計 画

て多いので,本計

する「防災業務計

D修 正を/taえ る。

災害 (可能性を含む。以下この項にないて同じ。 )が原子
:炉施設の属

する町村内にとどまり,近隣市町村に重大な社会的影響を及ぼすに至 ら

ない場合

(2)第 2種 災 害
ア 災害が原子炉施設の属する町村内にとどまるも:近隣市暗付に重大
な社会的影響を及ぼす場合

イ 災害が 2以上の市町村にわたる場合で近隣県に重大な社会的影響を
及ぼすに至 らない場合

(3)第 3種 災害
ア 災害が県内にとどまるも,近隣都県に重大な社会的影響を及ぼす場
合

イ 災害が 2以上の都県にわたる場合

(4・D第 4種災害

災害が国の経済及び公共の福祉に重大 な影響を及ぼす異常かつ激甚な

ものである場合

2組  織
災害規模に対応する対策本部は,次 のとおりとする。

(1)第 1種 災 害

町村長を本部長 とする災害対策本部

(2)第 2種 災 害

知事を本部長 とする災害対策本部

(3)第 3種 災 害

国務大臣を本部長 とする非常災害対策本部を県庁内に設置するより,

内閣総理大臣 trc対 し要請する。

(4)第 4種 災 害

災害緊急事態ざ布告 し,総理府に内閣総理大臣を本部長とする緊急災

害対策本部を設置するょぅ要請する。

5災 害 判 定 の 基 準
-3-
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知事は ,原子力施設を―有する事業所 (以下「 事業所」という。 )の夕1、で ,

国が定める基準以上の放射能が検出され るような放射性物質 の放出が■夕 ,

又はそのがそれがあると認めたときは,災害が発生 した もの とみなす。

4事 故発生時にかける連絡
(1)警察官への通報

事業所の責任者は ,前項の災害が発生十るものとみなされる事故が発

生 した場合,直 ちに 110番 を通 し,次の事項を警察官に通報する。
ア 事故発生の時刻
イ 事故発生の場所
ウ 事故の原因
工 災害の範囲叉ほ程度及び気象状況
オ その他必要 と認める事項

(2)知 事 及 び 町 村 長 へ の通 報

前項により通報をつけた警察官は,そ の旨を直ちに知事及び事業所
`わ

存在する町付長に電話で通報十る。

(3)知 事 の と るべ き連 絡

前項により通報をうけた知事は ,そ の旨を直ちに科学技術庁長官及び

関係市町村長に対 し,電話で連絡十る。

(4.Dそ の後 の連 絡 方 法

事業所の責任者は, 1号 に走める通報後事故の状況及び現在と夕つつ

ある措置,な らびに知事がとるべき措置として要請すべき事項等を逐次

知事に連絡する。

(5)事業所における緊急モニタリング結果の連絡

事業所の責任者は, 1号 の通報 (警察官への通報 )を 行 なつたのち ,

事業所周辺の地域について実施中の緊急モニタ リングの結果を,すみや

かに知事に連絡十る。

5災 害対策本部の設置
(1)知事は ,災害判定の基準に基づき ,災害発生の判定をしたときは ,原
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■が ■り ,
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事故が発

する。

事業所 `わ

峰

ミ官及び

=夕
つつ

:を逐次

このち ,

すみや

|は ,原

則として第2種災害の発生とみな し,災害対策本部を設置する o
l動 文書対策幸部長 (以下「 本部長」とぃ ぅ 。)は

=栞害
の規模及び程度

が受確になつた場合において:ま ,2項 (組織 )に掲げる区分により,国
または市町村への移換の措置を講ずる・

6第 1次 措 置
(1)屋 内 待 機
本部長は ,災害発生時におぃて。本格的措置を講ずるまでの間に社会

=渥
乱を防止するとともに無用の被曝 を最少限度にとどめるため,必要

と認める場合は,被害予想地区 (被害予想地区は,広範囲気味に設置 し
員下地区にと〈rc注意すること。 )の 住民に対 し,原則 として,屋内待
横の措置をとるより市町村長に指示する。

なか,事情止むを得ない場合には,屋 内待機に代えて ,
遷若置を講する .

(a住 民 に 対 す る広 報
対黄本部長は,被害予想地区内の住民に対 し,直 ちにとるべき措置を
ラジォ,テ レビ,広報車等あらゆる手段を通 して指示する。
なお,現地に派遣する広報車には無線移動局 (無線車 )を 同行させ ,
命令及び指示の接受にあた らせる。

(3)車輛等 0被害予想地区への立入禁止措置
対策本部長は,原則 として被害予想地区に向う71J車 ,車輛 (自 動車を
含む。 )船舶及び航空機の立 ち入 夕を禁止し,道路 を閉鎖するなどの措
置をとるより関係機関に要請 し,又は求める。
(4.J協 力 要 請

ア 近隣原子力事業者への協力要請
対策本部長は ,近隣原子力事業者に対 し,災害と認め られる事故発
生の旨を伝えるとともに,防災活動 に協力 し得る体制をすみゃかに整
えるよリー要請やる。

イ 水戸原子力事務所長に対する緊急 モニタ リングの要請
対策本部長は,直 ちに科学技術庁水戸原子力事務所長に対 [ノ ,緊急

関係住民の退

一b―
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モニタ リングの実施を要請する。

ウ 専門家への協力要請

対策本部長は,直ちにあらか じめ委嘱する次の専門家 の参集を求め ,

必要な協力を受ける。

0 科学技術庁水戸原子力事務所長       |
0 水戸地方気象台長

0 近隣原子力施設の保健物 理 又 は放射線管理主管部長 もしくは課
長

7 モニタ リング及びサンフ
゜
リング

(1)モニタリングステーシヨンの活用           ‐

: 対策本部長は 。事業所 の責任者に対 し,当該事業所が設置 している各
モ リタリング ステーシヨンの情報を随時対策本部長に提供するよう協力

を求める。

(a緊 急 モ ニ タ リン グ等 の実 施
対策本部長は,災害発生後十■ゃかに原子力関係機関の協力を得てモ

ニタリング及びサンプリングチームを編成 し,緊急モニタ リング及びサ
||ン プリングを行なつ。

モニタ リング及びサンプリングの対象 ,方 法,携行機器及び器材等細

部については,科学技術庁原子力局が作成する「緊急時対策マニアル」

に よる。

ア モ■タ リング計画

∽  モニタ リングチ ームの編成

県:事業所及び モニタ リング実施能力を有する機関等の協力 を求
めて,モ ニタ リングチームを編成十る。

モニタ リングチームに班を置 き,各班は ,モ ニタ リングカー (

れと同等の機能を有する自動車を含む。〕1台 について,班長 1

技術者 1名 ,運転手 1名計 6名 とする。

0 モニタリングチームの現地基地
モニタリングチームの基地は,現地に派遣された科学技術庁のモ

ニ タ リ

業 騰鷲

蝉  モ =
モ =

班 伽

失
=颯
け お疑

抑  輪

肉

無縮呻

よ基¨

イ サンプ

姉輻

づ き,サ

要走サン

卸 學ン

帖

ーム書

サ ン

1台 岨

卸 試榔

l illl::口 |‖1:

艶と陽

《8)堅 拳サ _

■荒
=1瓢

:

=‐ ― ベ ー 1

(4)海 津サー

=荒
孤瓢 :

堰 選 サ ーベ

こ
　
名



震の参集を求め ,

部長 もしくな課

設置 している各

gtす るよう協力

q澤力を得て■

タ リング及 びサ

器及び器材等細

対策 マニアル」

関等の協力を求

リング カー (こ

いて ,III長 1名 ,

料学技術庁のモ

ニタリングカーにおき,対策本部長が指名する長が ,モ 三タリング
業務を統轄する。

0 モニタリングのコースおょび地点の決定
モニタリングチームの長は,対策本部長の指示する地域にらぃて
班毎にモニタリングのコ_ストよび地点を決定する:なか,こ れが

決定にあたつをは,科学技術庁及び衛生研究所等による平常時にぶ

けるモニタリングの地点を十分考慮し,かつ平常値の活用をはかる。
0 連絡の方法    |
・ 基地には,対贅本部との連絡通報にあたらせるため無線移動局 (
無線車 )を 同行させ,基地と各班との連絡通報は,携帯用無線機に
よる。

イ サンプ リング計画

対策本部長は,モ ニタリングチームによるモニタリングの結果に基
づき,サ ンプリングを行なつべき範囲,対象及び地点等を決定し,必

要なサンプリングを行なり。

∽ サンプリングチームの編成

県″事業所及びその他の機関等の協力を求めて,サ ンプリングチ
ームを編成する :

サンプリングチームには班を置 き,班は,サ ンプリング用 自動車
1台 について班長 1名 〕技術者 1名 ,運転手 1名計 3名 とする

`0 試料の処理

採取試料の処理:及び計測の実施については ,ぁ らか じめ関係機
関と協議 して定める。

(3)空 中サ Tベ ー の実 施

対策本部長は 3必要 と認めるときは,自 衛隊に対 し,航空機 17Cよ る空

中サーベーの実施を要請 する。

(4)海 洋 サ ー ベ ー の実 施

対策本部長は,必要 と認めるときは,海上保安庁に対 し,船舶による

諄洋サーベーの実施を要請する。

-7-
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8気 象情報の収集
対策本部長は,災害の原因 となる事故の状況に応 じ,風向,風速 ,雨量″

安定度 ,推定による逆転層下面高度 ,局地流線図,お よび放出点にかける放

射能雲の主方向等につき,数時間後の予想 もあわせて随時情報を収集する。

なか ,こ れが協力を得るため,あ らか じめ水戸地方気象台 と十分協議 して
か く。

9広 報 措 置

対策本部長は,原子力災害の特殊性に鑑み,関係機関との緊密 なる連携の

もとに随時あらゆる手段を通 じて住民への広報の徹底をはか り,不要 な動揺

と流言飛語の防止につとめふ。

市町付長は,対策本部長か ら受けた指示に基づき,すみやかにあらゆる手

段を通 じて,関係住民に対 し:災害に関十る情報を伝達するとともに必要な

指示の徹底をはかる。

特に,広報の媒体及び方法については,迅速性 ,機動性を発揮 じうるよう

また,十分理解 しうるよう最善の ものを選ぶとともに,色紙 ,小旗 ,夜光塗
料及び照明器具等の標識を最大限に活用 し指示の徹底を図る。

なか,こ れが実施にあたつて 1■ ,対策本部長が派遣する広報班との密接 な

連携の もとに行なつ。

10住 民 の 退 避
(1)退 避 地 区 の決 定

対策本部長は,第 1次対住民措置 (屋内待機 )を 講 じた後 ,入手 した

情報か ら判断 して必要と認めた場合は,直 ちに,その時までに入手 した

情報を基礎 とし,十分な安全率をとつて,退避地区を決定する。

退避地区は,情勢の具体的判明とともに別に国が定める緊急時被曝線
量を もとにし,断 次縮少 してゆく方針の もとに設定する。

(a退 避 方 法

退避は,原則 として警察官及び消防団員等の誘導のもとに,あ らか し

め作成された退避計画 (別表 2)にかぃて区画された地区を単位 として ,

‐8-
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転3民速 ,雨量 P

欧出点にかけふ放

貯報を収集する。

日と―十分協議 して

D緊密なる連携の

トタ,不要な動揺

Pか にあらゆる手

5と ともに必要 な

1発揮 し,る よう

Ъ
小旗,夜挙塗

ヽ ●

=報
班 との密接 な

'た
後,入手 した

卜までに入手 した

し定する。

るゝ緊急時被曝線

"●

)と に,ぁ らかし

L区を単位として,

所定の退避場所に対 して行な ,。

退避の順序は ,乳幼児 ,雄産婦,病人等を優先させるものとし,携行
品は,ビニール袋等に密封された 1ハにっき 1揃いの衣類程度にとどめ
る。

退避径路,退避場所,退避誘導責任者及び退避に際して留意すべき事
項等についてぃ,あ らかじゅ市町村と十分協議しておく。
(0退 避所 責任者 の派遣
市町付長は,各退避所Ic対 し直ちにあらかじめ定める職員を派遣し,
収容者の掌握物資の給貸与,衛生,火気取締り,経 理及び関係方面と
の連絡に当らせる。

(4)立 入 禁止措置

対策本部長は,国が定める立入制限基準を超え.又は超えるかそれが
あると認められる危険地区に対 し,緊急作業員を除き,立 ち入 りを禁止
ナス措置を講ずるより市町村長に指示する。

(5)退避地区及び立入禁土地区に対する警備措置
対策本部長は ,原子力災害の特殊性に鑑み,退避地区及び立入禁止地
区の警備の方法及び警備に従 事する職員の防護措置等について,ぁ らか
じめ治安当局 と十分協議 してか く。

11医 療 措 置
第 8節第7医療及び助産計画によるもののほか,次にょ多措置する。
対策本部長は,各退避所に対 し,直 ちに近接保健所の職員を派遣 して被曝
者0有無を調査させ,被汚染者に対してはすみやかに衣服の交換 :皮膚除染
却辱 による露出部分の洗漆等所要の措置を行なわしめる。

■■.対策本部長は,各退避所に, 日本赤十字社茨城県支部救護班等を派
遣 L.複汚染者及びその他必要と認められる者の診断 ,治療に当らせる。
診断 0結果入院力1療を要するものがある場合lrA,救拳班等の責任者は,直
ちに百ξ村長にその旨通報する。

対策
=幕長は,市町村長から退避者に入院加療を要する者があえ旨の連絡

を受けたときは,直 ちに知事が定める病院に対し緊急輸送の措置をとる:

-9‐



1黎等難::纂隼十■||::準暴事:

1■■||■1‐|二|二



薇
`損
害賠償詩求等

,  ‐

事故発生時にかける連絡系統図

第 1報 (事 故 発 生 の 通 報 )

-15-

珊
「
「瑚
一
∃
一
月
一

東
海
警
部
補
派
出
所
長

関
係
市
町
村
長

原
子
力
事
務
局
長



第■ 1報 以 後 の 通 報

|.11          1

文
書
対
策
本
部
長

ま

た

ば

、

知

事

原

子

力

事

務

局

原
子
力
関
係
事
業
所
長

キ

:=■
ヽ 1111●

難

二14-

嚢|



田[表  2

退 避 計 画

(1)周辺市町村 (東海村 ,原子力発電の発電炉を中心とした約8粁あ範囲

の小宇単位の人口および世帯数

東   海   村

大 手 名 小  字  名 人 口 世 帯 数
電
向い中

子
か
原
炉

上

下

上

中

下

上

中

下

上

下

他

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

の

本

本

南

南

南

新

新

新

西

西

そ

栖 117

58

78

123

104

155

125

138

78

1 1 1

146

20

9

1 1

18

18

22

46

21

14

21

65

南 南 西

計 1,215 265

典  時 1白 西

中

東

　

東

西

東

西

根

根

根

入

内

虐

谷

谷

: :  |

66 1

58

46

42

127

109

95
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大字 目 小  字  名 人 口 世 帯 数 彎子
か
原
炉

真  崎 技 研

睦

飯 場 ,宿 舎

独身第 1.第 2

そ  の 他

20

62

122

534

761

6

18

49

2

175

西 ～西 南 西

計 1,982 414

白  方

…

原 第

第原

篠  ノ 上

小 奈 良 前

小 奈 良 後

沢 頭 第 1

沢 頭 第 2

白 方 農 場

原 発 寮

飯 場 ,宿 舎

他

計

175

81

134

108

135

64

52

49

55

110

422

27

14

23

20

23

14

1 1

10

1

48

100

西

1,462 292

岡

豊  岡

他

東

西

の

計

宿

表

そ

官同

塚
　
そ

田
　
畑

他

107

109

40

256

91

104

114

133

38

19

18

8

45

21

20

18

22

9

ゴヒ西

Jヒ 北 西

計 480 90

川  根 西 上 47 ０
イ 南 西
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■●Ittil

揮承おゝ講 層|

大 字 /Jヽ 十 名 人 甲1世 帯数1炉■1♂祈1群罵
西 下

東

中

51

71

79

10

14

16

計 248 49

薩
¨ 東 田

　
田

向

西 向

森 前

荒 地

地

西

荒 東

鯉 沼

下西導地
そ  の  他

97

117

61

65

77

54

27

39

19

20

13

13

16

7

6

8

南 ～ 南 南 西

計 517 102

喘 嵐 荘

押  延

１
　
２
　
他

東

中

第

第

の

西

西
　
そ

567

106

95

77

55

58

92

18

16

16

9

7

南 南 西

南 西

計 369 65

褻 和 間i東  第 １
　
２
　
平副

後

　

　

原

1東  第

1西

:西

塙

I E」

109

65

66

184

74

143

95

64

16

9

5

27

15

21

14

9

南 西

ア る 8 4 ′
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電
向
一

赫
一

子
か
原
炉字  名 世 帯 数大宇 名

西南 西110

95

94

139

109

48

69

15

16

15

19

15

7

16

8‐ 8

東

ヽ 西

南

船 場 第 1

船 場 第 2

開 拓 第 1‐

開 拓 第 2

124

96

74

59

75

58

246

25

18

15

12

115

1 1

4,7

上  宿  上

上  宿  下

中  宿  上

中  宿  下

下  宿  上

下  宿  下

そ  の  他

宿
区

外
１

104

82

1 1 1

77

148

58

20

18

14

19

15

25

6

5

東

西

東

西

仲    堂

広    原

そ  の  他

な 優

201

55

85

43

54

55

9

114

7

9

北 西 ～ 西北 西宿

敷屋

新 宿 1区

新 宿 2区

農  場  西
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一置

一

発
方
翡
の
一４ぅ
〓コ

子
，二
南

大 字 イヽ 字 名 人 口 世 帯 数
Ｇ子

か
原
炉

内

１
西

他

場
　
の

農
　
そ

124

28

20

5

計 590 97

・蒸
．２

組

組
　
ホ

前

前
　
ツ
　
東

東

西

ミ

東 後

中

西    中

そ  の  他

59

29

104

25

98

75

45

4

10

5

18

4

17

13

8

1

北 西

計 457 76

１

崎

坪

他

東

第
　
　
　
　
の

東

川

原

そ

瓦嗜 96

56

158

103

44

18

6

25

16

6

北 北西～北西

計 407 68

1亀  下:方  木  内

1    東    台

1    大    道

1    西    台

1    南    部

1     高    内

1    上  ノ 内

|    そ  の  他

1       計

148

68

52

67

54

116

31

54

24

13

1  1

15

9

20

7

4

北 Jヒ 西

570 101

IT石奎
本   郷
中__J、 郷

71

46

15

1 ∩

西 ～ 西 北 西
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小・ 字  名 |1人 1 口 炉みち彎 :再

新‐ 田 下
駈  上 | り
二軒茶屋第 1

二軒茶屋第 2

ムツ ミ開拓

石  橋  組
そ  の 他

184

80

96

74

41

48

142

120‐

40

17

21
116

9

10
‐31

】石優 駅 前 第
1

駅 前 第 2

駅 前 第 5

駅 前 横 組

駅 北 第 1

馬尺 ゴヒ 傷饉 2

駅 北 第 3

駅  前  西
駅  前  南

1番
11

141

108

78

101

144

71

88

56

67

86

133

55

27

151

25

19

14

20

52

15

16

14

16

24

5る

1  1

7

67

6   -‐    3

2  -  3

9  -  4'

10- 5

'15- 6

54

52

55

54

59

15 1西 ～ 西 南 西
18

18

18

20



ち最`硫需お

町珂都

1大 小  字  名

井

地

し西 南 西

目 |

228

269

257

45

55

51

水ヽ
　

ヤ所
　

一碗

版  三

|

大宇 名 、小  字  名 人 口 世 帯 数
奏
け

力
ら

子
か
原
炉

荒
ヨ

18- 6

20- 5

18- A

15-  B

滝  坂  社

52

70

71

64

98

1 8

24

24

22

51

計 621 211

堀
地

長
理
　
　
　
・

⊃ -17-6

ム ー 8-6

D-3-6

A-7-A

C-9-B

A-3-4

D-12-1

第 3独 身 寮

101

118

98

104

109

100

118

157

66

42

36

66

40

36

42

1

西 ～ 西 南 西

計 885 269

順  燃 第

第

第

第

独  身  寮

75

58

55

67

58

26

21

21

25

1

西 南 西

計 311 92

電
向

赫
け

力
ら
子
か
原
炉

=劉
―



大学 名

額  田

〓
神 崎

彎子
か
原
炉

下    宿

本    宿

仲  ノ 町

上  ノ 町

下  ノ 町

新  道  1

新  道  2

古    宿

横    宿

小    堤

坂  下  1

坂  下  2

高  岡  1

高  岡  2

森    戸

畑    中

天    神

155

215

225

276

185

186

178

327

245

225

117

145

94

95

188

184

215

5'0

41

42

55

37

57

55

65

49

43

24

28

18

18

65

65

46

上 四 堰 上

更    草

上 四堰 西 部

上 四堰 東 部

上 四堰 高 儘

四 堰 2部

中 四堰 西 部

中  西  東

下  四  堰

海 後 東 部

海    後

23

48

22

62

75

57

63

86

87

55

52

4

9

4

1 1

13

10

1 1

15

15

'i10

10



大‐字な1 /」  ヽ学 名 人 口 世 帯 数
響子

小
原
炉

仲

海 後 第

塙

田

１
　
東

久  保  北

久  保  東
久  保  西

松 原 宮 内

松 原 仲 東

塙 西

松 1 原  表
松 原 仲 西

入  向  山
入 向山表組

表 向 山 東

表感贔仲

表 向 山 西

仲 北 西 原

所 之  内

笠 松 第 5

笠 松 第 4

笠 松 第 3

笠 松 第 2

笠 松 第 1

隣 友

道 高

仲 組 南 郷

仲 北 台 組

仲 北 富 之 内

坊 之 内 西 北

9 0

100
:65

40

110

118

90
40

57

65

65

57

61

59

47

72

47

138

16

45

57

51

41

146

77

159

47

47

72

17

19

12

8

19

21

18

10

1 1

15

16

1  1

12

1  1

9

16

9

28

6

8

1 1

10

8

26

15

25

9

9

14

鷲
|=:=1
t

,11華

||
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町  名 部  落  名 人 口 1世 書数 1齢鵠製♂爾
落  合 酉  部  落

中   ″

東 //

76

66

81

15

15

16

1北 画
‖

計 226 44

堅  磐 第 1.第 2部落

第 乱第 4ク

76

91

15 1砒 画
‖

18

計 167 33 1

未 夫
西部第 ■部落

西部第 2 ″

西部第 3 ″

東部第 1 ″

東部第 2 ″

81

15

15

56

4 0

16

5

5

1 1

3

1砒北 画
‖

計 207 41 1

」ヽ  日 高 井

上  ||タ

平 宿

川  中  子

豆  ‐ 飼

新    沼

145

159

220

341

253

319

261北 北 西

29 1,

4硼  |

62

46 .

58 1

計 i,435 261

大  森 山

水

丹

丹

元

山

大

山

根 西

門

前

後

内

中

止

東

奈

奈

根

森

根

9 3          1 7   北 ― ゴヒ北 西

126 .   23

86    16

88    15

99    13

66    12

38     7

82     15 :

計 680 124

電
向

疇蟻
■
が
艤

真  弓

下 河 合

仲

共

風

弁

箕

西  J

動

栄  』

栄  J

嵩

北

五 鰤

菫  |

日

綺

北  '

砂

榊

囲  1

翻  i

帯

画

粟

西

票



|||

口 1世 帯 数

南

Jヒ

五 所

東  日

日

柳

Jヒ    ノ

仲

伸

田  崎

田  崎

154

154

4 9

60

′ 167

82

44

66
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